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す．弾力性硬7x 5 {Fil，務漫性膨I~を言fJ. ，.う，皮膚及び
底部との癒着は認められたレ．手術臨腐摘出術を施行
ナ．広筋膜上，結合織にて被膜様に蔽ばれた鶏卵大の腫














































































































































]] ) 抜糸目前後になると， 赤血球心5～6j；大，！Jtは
それ以上のE大な核を有するE核細胞が出現し易い．







～96時間では単球，好中球， 好酸球夫ノJ約三~ti.! ： 二1~て
依然僧多を示す反面，単球一好中球反応の減弱して行
くのも約半数に於て認められる他，祭膜細胞反応が約
%に於て認められ，又線~it形成噂多が約半数に於て認
められる．
14) Vinyl-Tube挿人法は，腹腔の対異物反応を最
少限度に保つ誘導法としても， 叉抗生物質it主人用とし
ても，治療面に利用し得る方法である．
